告　　発　　状
２００７年　月　日
東京地方検察庁　御中

告発人住所

告発人氏名

１　被告発人青木昭二は、松岡利勝新世紀政経懇話会の会計責任者である者であるが、同人が法１２条に定める収支報告書を総務大臣に提出するに際して、本件政治団体の事務所は東京都千代田区永田町２－２－１衆議院第一議員会館２０４号室にあり、光熱水費の支出額が国費でもって、賄われているのであるから、その真実の光熱水費として支出された総額を記載すべく規定されているのに、

（１） ２００３年（平成１５年）４月１日、光熱水費総額として、金７，７９２，５７４円

（２） ２００４年（平成１６年）４月１５日、光熱水費総額として、金４，１６７，２８５円

（３） ２００５年（平成１７年）４月２８日、光熱水費総額として、金５，１８３，７５２円

（４） ２００６年（平成１８年）４月１９日、光熱水費総額として、金５，０７６，３３１円

の支出総額があったかのごとく虚偽の支出総額を記載した収支報告書を総務大臣に提出し、もって、本法２５条１項３号に違反したものである。

仮に、被告訴人青木に上記虚偽記載の故意がなかったとしても、光熱水費として上記のとおり巨額の金額を記載することに重大な過失があったことは明らかであるので、同法２７条２項に明らかに違反する。

２　被告発人松岡利勝は本件政治団体の代表者であるが、国会議員会館は光熱水費の支出額が国費でもって、賄われていることを十分承知し、光熱水費総額を上記１のとおり多額の金額を記載しているのであるから、同人はそれを十分承知していたならば、青木昭二と虚偽記載罪の共犯になり、仮に青木昭二が、松岡利勝に相談なく記載して提出したとしても、上記虚偽事実を記載した会計責任者を本件政治団体の会計責任者として選任し、及び監督について相当の注意を怠り、もって本法２５条１項３号違反か又は２項に違反したものである。

３　早急に捜査の上、厳重に処罰していただきたく告発する。

なお、刑事訴訟法260条の私への通知は、別件の告発代理人代表の弁護士阪口徳雄を通じて下さい。

